
大西ひろゆき大西
日
本
の
為
に
、愚
直
に
、真
っ
直
ぐ

―
自
民
党
大
阪
府
連
で
は
茂
木
幹
事
長
指
揮
の
下
、

大
阪
刷
新
本
部
が
作
ら
れ
、選
挙
区
支
部
長
の
公
募
等

も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、大
西
ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん
は
従
前

か
ら
の
熱
心
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、無
事
再
任
さ
れ
ま

し
た
。選
挙
区
支
部
長
再
任
に
あ
た
っ
て
の
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
「
大
阪
一
区
の
大
西
ひ
ろ
ゆ
き
で
す
。支
部
長
再
任

は
、地
域
行
事
へ
の
こ
ま
め
な
参
加
や
、地
域
の
様
々
な

ご
相
談
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
た
こ
と
が
評
価
い
た
だ

け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。衆
議
院
議
員
在
職
時
は
防
衛

大
臣
政
務
官
と
し
て
国
防
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
等
の

海
外
情
勢
を
見
た
時
に
そ
の
大
切
さ
が
よ
く
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
が
、国
家
の
根
幹
は
平
和

と
国
民
皆
様
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
こ
と
。こ
れ

を
政
治
信
条
と
し
て
、大
阪
市
会
議
員
を
4
期
、衆
議
院

を
2
期
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。防
衛
と
と
も

に
、大
阪
独
特
の
食
文
化
や
日
本
を
代
表
す
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
発
展
に
、こ
れ
ま
で
も
こ
れ

か
ら
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、地
域
の
ど
ん
な

些
細
な
お
困
り
ご
と
も
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、

皆
様
に
と
っ
て
更
に
身
近
な
存
在
を
目
指
し
て
活
動
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
！
」

大西ひろゆきさん プロフィール
昭和42年7月15日生まれ。平成7年に大阪市会議員初当選(4期連続当選)。平成26年に衆議院議員初当選。平成
29年に衆議院議員2期目当選。令和2年には防衛大臣政務官に就任し、大阪での自衛隊大規模接種センター設置
に尽力。令和3年の衆議院議員総選挙で惜敗。現在、自由民主党衆議院大阪府第一選挙区支部長として活動中。

永岡文科相(当時)に私学保護者会連合会の皆様とともに
大阪の高校授業料無償化についての意見書を提出

青山繁晴参議院議員とともに、外交・防衛
についての勉強会「護る塾」を開催

今年の記録的猛暑の中でもこまめに地域へのご挨拶回り

大西ひろゆきさんの活動はホームページや各種SNSで発信中です

ホームページ facebook X（旧Twitter） Instagram

元 防衛大臣政務官
元 内閣府大臣政務官
前 衆議院議員
自由民主党大阪府
　第一選挙区支部長

さん

おおにし

　ポストコロナと呼ばれる時代に入るとともに、景気の回復、少子化対策、長引くウクライナ情勢
に加えてイスラエルとパレスチナの問題など、新たな混沌の中にあっても日本は待ったなしの
問題と向き合わなくてはなりません。
　その中で、自民党は問題を一つずつ解決するべく、挙党一致で日夜奔走しております。
　本特集号では、防衛問題に精通する衆議院大阪一区支部長の大西ひろゆきさんを特集します。

特集号

―

特
に

取
り
組
み

た
い
政
策
課

題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
先
ほ
ど
お
話
し
た
通
り
、国
家
の

根
幹
は
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。岸
田
内
閣
で
は
防
衛
力
整
備

計
画
の
予
算
を
2
0
2
3
年
度
か
ら
5
年
間
で
現
在
の
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
の
1.6
倍
の
43
兆
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

当
然
、歳
出
削
減
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
で
す
が
、そ
れ
だ
け
日
本

を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
逼
迫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
へ
の
対
抗
、自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド

太
平
洋
と
い
っ
た
国
際
秩
序
を
堅
持
す
る
為
に
も
、日
本
は
防
衛
力

を
向
上
さ
せ
、志
を
同
じ
く
す
る
国
々
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ
う
い
っ
た
安
全
保
障
問
題
に
、防
衛
大
臣
政
務
官
と
し
て

の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
て
取
り
組
み
た
い

で
す
ね
。」

　
都
道
府
県
庁
所
在
地
が
含
ま
れ
る
選
挙
区

「
花
の
一
区
」で
、大
西
さ
ん
が
そ
の
防
衛
に

関
す
る
知
見
や
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を

発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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政府与党で策定した新たな総合経
済対策が、11月2日閣議決定され
ました。足元の物価高から国民生
活を守るため、国民の負担増を抑
制するとともに、国民の暮らしや
家計を直接支えるための思い切っ
た施策の実行などが盛り込まれて
います。

当面の課題へ迅速に対応

岸田文雄総理（中央右）に新たな総合経済対策へ盛り込む内容を提言する
萩生田光一自由民主党政務調査会長（中央左）ら＝10月17日（首相官邸HPより）

岸田総理（中央）に新たな総合経済対策へ盛り込む内容を提言する
高木陽介公明党政務調査会長（左から２人目）ら＝10月17日（首相官邸HPより）

足元の物価高から国民生活を守る

中小企業の持続的賃上げ、所得向上を実現

新たな総合経済対策の重点ポイント

賃上げ促進税制の強化 「年収の壁」へ対応

減税で国民生活を下支え 低所得世帯への迅速支援

扶養家族1人につき 住民税非課税世帯1世帯当たり

合計4万円減税
令和６年分の所得税3万円と令和６年度分の
個人住民税1万円について減税を実施

本年夏以降、低所得世帯に対して1世帯当たり３万円を
目安に支給してきた物価高対策のための交付金を拡充し、
１世帯当たり７万円を追加

合計10万円を給付

赤字の中小企業においても
賃上げを促進するための

繰越控除制度
を創設

「106万円の壁」への対策をした企業に、従業員1人あたり

最大50万円を支援

「130万円の壁」について、一時的な増収で
あると事業者側が証明すれば

扶養に入っている扱いに

ガソリン・電気・ガス価格対策を延長 物価高対策のための交付金を拡充

地方自治体が地域の実情に応じて柔軟に

活用できる交付金を拡充
● 燃料油価格の激変緩和措置の
　 期限を年末から来年4月末まで延長
ガソリン価格では10月末時点で約37円程度抑制

● 電気・都市ガス料金の激変緩和措置の
　 期限を年末から来年4月末まで延長
標準的な世帯の場合、電気料金は月1,400円、
都市ガス料金は月450円の値引き

国からのこの交付金を活用して行われている
のが、大阪府の食費支援事業（お米の配布）や
大阪市プレミアム付商品券などの事業です

政府与党一丸で！

新たな総合経済対策の
詳細はこちら
（内閣府ホームページ）

自由民主党大阪府第一選挙区支部 前 衆議院議員 大西ひろゆき事務所
〒544-0001 大阪市生野区新今里6-6-1〒542-0064 大阪市中央区上汐2-4-6-205

06-6765-2105TEL 06-6765-2104FAX 06-6754-2100TEL 06-6752-5713FAX
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